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都市再生整備計画　事後評価シート

釧路川水際交流拠点地区

平成２３年３月

北海道釧路市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 40.3ha

交付期間 0.327

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

 １）事業の実施状況

-

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画から
削除した事業

交付期間
の変更

地域創造支援事業（海外姉妹都市交流事業、観光客誘致体制整備事業、都市景観保全事業）、事業活用調査（観光交流施設活用方策検討調査、地区来訪者動向調査）、まちづくり活動推進事業（港に親しむ交流事業、交流
拠点地区社会実験事業）

新たに追加し
た事業

フォローアップ
予定時期

1,000,000 H22

4

1年以内の
達成見込み

×

△

目標
達成度

△

数　　値

25

箇所

歩行者数

H225以上

903,000

H22

実施内容 実施状況

人／日 23,000 H17 24,000

H17

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

ホテル宿泊者数 人／年 138,000 H16

指　標

指標２ 人／年 H16 720,000

H22150,000

指標３

ＭＯＯ各テナントの利用者
数

平成23年5月指標1

7,549 -10,500

×

146,500

その他の
数値指標1

4指標４ 津波緊急一時避難施設数

1年以内の
達成見込み

5,653 H19

数　　値

 ５）実施過程の評価

釧路ﾌｨｯｼｬｰﾏﾝｽﾞﾜｰﾌＭＯＯは、防災機能が向上したことにより津波緊急一時避難施設に指定されている。釧路市のシンボルゾーンとしての認知度もあり、また、入口も多数あることから安心・安全の向上が図られている。
また、釧路川と幣舞橋を舞台にした市民の手作りによるイベントを開催するなど、市民を主体としたまちづくり活動が活発化しており、まちづくりへの意識は高まってきている。

・平成18年度に開催回数は減少したが、その後の開催回
数は増加の傾向にあり、釧路川リバーサイドのプロムナー
ドや拠点広場を整備したことなどにより回遊性が向上した
ことで、来場者も増加しており、ＭＯＯ及び周辺地域の賑
わいに貢献しているものと思われる。

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

幣舞橋ガイドステーション
利用者数

22

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

- -

-

持続的なまちづくり
体制の構築

・『釧路港おもてなし倶楽部』活動支援
都市再生整備計画に記載し、実施できた

住民参加
プロセス

都市再生整備計画に記載し、実施できた

・『釧路川ふるさとの川推進懇談会』活動支援
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

今後も、関係団体と連携を取りながら、活動を支援していく。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

必要なものについては、継続的に数値を把握・評価する。

今後も、市民からより良い意見が得られるよう活動を支援していく。

平成23年5月

・ＭＯＯ及びその周辺の景観向上及び夕日という観光資源
を活用した観光発信事業などを行ったことにより、観光拠
点としての魅力が向上したことで、新たに観光情報発信拠
点として整備した幣舞観光ガイドステーションの利用が多
くなっており、ＭＯＯ及び周辺地域への来訪者の増加に貢
献しているものと思われる。

今後の対応方針等

5,700

平成23年5月

釧路川水際交流拠点地区

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

・ 観光業不振の状況下で国内の団体客の落ち込みが大
きく、ホテル宿泊者数は目標に到達できなかった。
・ ただし、域内及び隣接した地域に新たなホテルも設立さ
れ、平成１６年度よりホテル数が増えている中、ホテル宿
泊者数の目標値は下回ったが従前値を上回っており、事
業を展開した一定の効果はあった。

・大型商業施設の撤退やＭＯＯ内のテナントにおいても撤
退があり、利用者に大きな影響を及ぼしたことから、ＭＯＯ
各テナントの利用者数の増加は見られなかった。
・また、通販での購入など、直接足を運ばなくても物が購
入できる消費動向の変化も影響している。
・旅客船による観光客の来訪を促進するため、寄港歓迎
行事やクルーズ船誘致活動を展開していることから、利用
者増に向けた取り組む意識が高まっており、事業を展開し
た一定の効果はあった。

・ 釧路川リバーサイドでのプロムナードや拠点広場を整備
したことにより、域内の回遊性が向上したが、大型商業施
設撤退、全国的な景気の低迷による個人消費の落ち込み
などの外的要因や、空き店舗が依然目立つことなどによ
り、域内の歩行者数の増加は見られなかった。

平成23年5月

効果発現要因
（総合所見）

平成23年4月

・ ＭＯＯの防災機能を向上したことにより新たに津波緊急
一時避難施設として指定することができたが、社会情況に
より当初指定していた施設が使用できなくなり、施設数の
増加はなかったが、事業を展開した一定の効果はあったと
思われる。

788

-

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

国費率

まちづくりの目標達成に向け、防災機能の強化を図ることによりプラスの
影響があり、新たな数値目標として指標４を設定する。

地域生活基盤施設（釧路川ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ、釧路川ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ拠点広場）、高質空間形成施設（釧路ﾌｨｯｼｬｰﾏﾝｽﾞﾜｰﾌMOO）、既存建造物活用事業（釧路ﾌｨｯｼｬｰﾏﾝｽﾞﾜｰﾌMOO）

-

津波緊急一時避難施設としての避難空間の整備を行い、防災機能
の充実を図るため

地域生活基盤施設（釧路ﾌｨｯｼｬｰﾏﾝｽﾞﾜｰﾌＭＯＯ非常階段機能強化工事）

地区名

事業名
なし

なし

交付対象事業費平成22年度事後評価実施時期

北海道 市町村名 釧路市

その他の
数値指標２

人／年

ＥＧＧコンサート等開催回
数

回／年

平成18年度～平成22年度

平成18年度～平成22年度

モニタリング ・指標３「歩行者数」に関するモニタリング（平成１８年９月）

H16

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

目標
達成度※１

既存建造物活用事業（市民活動センター事務所整備工事）
地域に根ざした市民活動相互の連携を向上させるべく、釧路市民
活動センターとしての機能性及び利便性の向上を図るため

まちづくりの目標達成に向け、市民活動の拠点となる市民活動センターの
機能強化を図ることにより、市民活動をより一層推進することが期待され
る。

基幹事業



様式２－２　地区の概要

単位：　人／年 138,000 H16 150,000 H22 146,500 H22

単位：　人／年 903,000 H16 1,000,000 H22 720,000 H22

単位：　人／日 23,000 H17 24,000 H22 7,549 H22

単位：　箇所 4 H17 5以上 H22 4 H22津波緊急一時避難施設数

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

ＭＯＯ各テナント利用者数

ホテル宿泊者数

歩行者数

大目標　『親水性豊かな賑わいと魅力のある交流拠点都市の再生』
　　　目標１：交流事業の開催や地域の「食」・「観光情報」発信基地としての取り組みを強化し、中心市街地と隣接
　　　　　　　　した水際交流空間周辺地区の賑わい創出を図る。
　　　目標２：都市観光拠点施設や親水空間施設整備・都市景観整備による魅力づくりを進め、滞在型来訪者の
　　　　　　　　増加を図る。

目標値 評価値

釧路川水際交流拠点地区（北海道釧路市）　社会資本整備総合交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

■回遊性が向上したことにより、歩いて域内を楽しめる街並みづくりに係る仕組みづくりを行うとともに、域内イベントが効果的に行われるようソフト面での充実や市民活動の支援を図ることにより、滞在型観光を促進する。
■観光情報発信拠点として整備した幣舞観光ガイドステーションに常駐する観光案内スタッフとも連携し、施設のＰＲを含めた利用促進を図る。
■今後も中心市街地の賑わい再生のため、新しい中心市街地活性化基本計画策定に向けた協議を進める。
■まちなか居住の取り組みを促進するとともに、空き店舗の活用や魅力ある店舗の進出などによる賑わいの創出を図る。
■冬季ならではの特色及び魅力を伝えるツールの整備を進め、冬季観光の活性化を図る。
■数多くの各種大会を釧路市で開催できるよう関係団体と連携を図るとともに、美しい夕日などの景観資源や食などの地元の魅力について情報発信していく。
■住民及び観光客が安全かつ迅速に避難誘導できるよう、初動対応能力の向上を図るとともに、隣接した津波緊急一時避難施設との連絡体制の強化を図る。

まちの課題の変化

■「ふるさとの川水深懇談会」や「フィッシャーマンズワーフＭＯＯ再生市民委員会」の意見や提言等を反映した釧路フィッシャーマンズワーフＭＯＯ及び幣舞観光ガイドステーション、釧路川リバーサイドのプロムナードや拠点広場を整
備したことにより、景観や回遊性の向上が図られ、観光拠点としての魅力が向上し、新たな人の流れが生まれたものと思われる。
■釧路フィッシャーマンズワーフＭＯＯの防災機能が向上したことにより、安全かつ安心に避難することが可能となった。
■域内の景観に配慮した整備を行ったことにより回遊性は向上したが、景気の低迷や大型商業施設の撤退などにより、中心市街地の空洞化は依然として解決していないことから、今後も中心市街地の活性化に向けて、市民と商業
者等との連携を図る必要がある。
■冬季は夏季と比較すると観光客の入込も落ち込んでおり、年間を通しての観光拠点としての機能強化が必要である。
■域内の津波緊急一時避難施設の収容人員数については、減少していることから、災害時には隣接した避難施設との連携を強化する必要がある。

■基幹事業
　　既存建造物活用事業(高次都市施設）
　　　　　　　　　　　　　　　　[観光交流センター]
　　高質空間形成施設(歩行支援施設)

■基幹事業
　　地域生活基盤施設
　　　　緑地［釧路川リバーサイドプロムナード］
　　　　広場［釧路川リバーサイド拠点広場］

□提案事業（地域創造支援事業）
　　観光客誘致体制整備事業
　　　　　　　　　（一部地区内全域）

○関連事業
　　釧路港改修（北海道・統合補助）事業
　　　　［東港区大町岸壁改良］

□提案事業（地域創造支援事業）
　　都市景観保全事業
　　　　[釧路ﾌｨｯｼｬｰﾏﾝｽﾞﾜｰﾌMOO]

○関連事業
　　釧路川広域基幹改修事業
　　　　［物揚場改築］

○関連事業
　　釧路港改修（北海道・重要）事業
　　　　[東港区岸壁(-9.0m)(耐震)等、道路］
　　釧路港港湾環境整備事業
　　　　［東港区緑地（幸町）］

□提案事業（地域創造支援事業）
　　姉妹都市交流事業

○関連事業
　　交通安全等整備事業
　　　(交通バリアフリー整備)
　　　　[国道38号、道道、市道]

□提案事業
　（まちづくり活動推進事業：社会実験）
　　交流拠点地区社会実験事業
　　　　　　　　　　　　　　（地区内全域）

□提案事業
　（まちづくり活動推進事業：啓発・研修活動）
　　港に親しむ交流事業
　　　　　　　　　　　　　　（地区内全域）

□提案事業（事業活用調査）
　　観光交流施設活用方策検討調査
　　地区来訪者動向調査

　　　　　　　　　　　　　　　　（地区内全域）

釧路川リバーサイド拠点広場
（おおかわ広場）

釧路川リバーサイドプロムナード
（釧路川左岸プロムナード）

釧路フィッシャーマンズワーフＭＯＯ

観光客誘致体制整備事業
（幣舞観光ガイドステーション）

■基幹事業
　　既存建造物活用事業(高次都市施設）
　　　　　　　　　　　　　　[釧路市民活動セン
ター]


